
 

 
 

 

 

 

 

 

思いやりで人の和を広げよう！！ 
新入生の皆さん入学おめで

とうございます。今ほどの呼名

での返事や、話を聞いている姿

勢は大変立派で感心していま

す。皆さんの入学を、心待ちに

しておりました。 

新入生の皆さんには、常に自

分を律し、有意義な中学校生活

を送ってほしいと願っていま

す。そのために、一つ、心掛け

てほしいことがあります。 

それは、礼儀を意識してほし

いということです。礼儀は周りの人への気配りや敬意の気持ちに基づく行動

の規範です。つまり、思いやりの心を行動で表したものです。 

ことわざに「礼の用は和を貴しと為す。」があります。これは、「礼儀の役

割は、人と人との関係を調和させる。人間関係をつくる。」ということ

を表しています。このことわざの通り、礼、つまり思いやりの心を用い

て人の和を広げてもらいたいのです。 

現代は、ＡＩ技術やロボット技術が飛躍的に進歩する時代です。そのような

時代になればなるほど、ＡＩやロボットにはもてない能力、より人として特有

な能力が求められます。その一つが、人を思いやる能力と思います。 

相手を思いやるためには、相手をよく知る必要があります。そのためには、

会話が必要です。安心して会話をするためには、優しい言葉と態度がポイント

です。ぜひ、皆さんには、いつでも、誰にでも、優しい言葉と態度で接し、思

いやりの心で人の和を広げてほしいと思います。 

ここにいるみんなで今年度、学校生活を送ります。礼儀を意識し、思いやり

の心で人の和を広げ、みんなでより良い集団をつくっていきましょう。友達の

よい点を学び、先生方や地域の方と交流を深め、みんなで力を合わせてすばら

しい佐々木中学校を築きましょう。 

平成３１年４月５日 新発田市立佐々木中学校長 星 和富 
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 歓迎の言葉と誓いの言葉   
歓迎の言葉 生徒会長 ３年 Ｍさん 

一日一日と暖かくなり始め、日差し

が心地よく感じられる季節となりまし

た。このような佳き日に新たな一歩を

踏み出す新入生の皆さん、御入学おめ

でとうございます。在校生一同皆さん

の入学を心待ちにしていました。 

さて、皆さんは今、どの様な思いを

もっているでしょうか。真新しい制服

に身を包み、中学生活に心を弾ませて

いる人もいれば、慣れない環境に不安

を抱いている人もいると思います。しかし、心配はいりません。佐々木中学

校は、体育祭や佐中フェスティバルなど、楽しい行事がたくさんあり、全校

の絆がとても深い学校です。行事の面では、人数が少ないからこそ、全校で

協力し、声を掛け合い、最高の行事を創り上げます。特に体育祭では、応援

団を中心に声がかれるほど、応援に熱が入ります。また、バックボード係は

夏休み前から下書きを始め、毎年完成度の高い作品を創り上げます。全校で

一つの目標に向かい、力を合わせて創り上げた体育祭は、勝ち負け以上の達

成感を味わうことができます。 

また、部活動では、陸上競技部、柔道部、剣道部、吹奏楽部の四つがあり

ます。どの部活動もそれぞれの目標に向かって、日々練習に励んでいます。

全学年が一緒に活動するので、技術や精神力はもちろん、礼儀やマナーなど

も学ぶことができます。そして、学習面では授業の時間が５０分となり、集

中しなければいけない時間が増えます。でも、教科ごとに先生が変わるの

で、楽しく授業を受けることができます。定期テストが年に４回あります。

難しいですが、学習の成果が結果として出されるとても大切なテストです。

だから、家庭学習がより一層大事になってきます。 

中学生になると小学生のときとは、全く違う新しい生活が始まります。初

めてのこともたくさんあると思います。それと同時に分からないこともたく

さん出てくると思います。でも、そんなときこそ、周りにいる先輩や先生方

に聞いてみてください。きっと、皆さんの力になってくれます。 

中学生と呼ばれる時間は３年と小学生のときの半分です。時間は短いです

が、中学校で学んだこと、経験したことはとても大切な宝物になると考えて

います。この３年間が素晴らしいものになるよう頑張っていきましょう。そ

して、私たちと一緒に、明るく楽しい佐々木中学校を築いていきましょう。 

 



新入生代表 １年 Ｋさん 

暖かな春の日差しに、木々の新

芽も生き生きと芽吹き始める季節

になりました。 

今日、私たち２１名は佐々木中

学校の入学式を迎えることが出来

ました。このような立派な入学式

を行っていただき、とても嬉しく

思います。 

小学校生活では、いろいろな行

事や普段の授業を通して、みんな

と協力して何事も一生懸命取り組

むことを学んできました。救急 

そして、その学びを生かして中学校生活に役立てていきます。中学校生活

は、多くの変化があり、不安と期待でいっぱいです。 

勉強は、小学校とは違い、もっとレベルの高い授業になります。今まで無

かった定期テストもあります。授業では、今まで以上に先生や友達の話をよ

く聞きたいと思います。学校から帰宅後には、家庭学習に取り組み、勉強と

部活動を両立できるように、頑張ります。 

その他にも体育祭や合唱コンク

ールなど、佐々木中学校の行事を

楽しみにしています。多くの仲間

と協力し、たくさんの思い出をつ

くっていきたいです。 

私たちは、まだ分からないこと

が多くありますが、先生や先輩方

の力を借りながら前に進んでいき

たいと思います。 

また、いつも支えてくれている

家族には、これまで以上にたくさ

ん迷惑をかけてしまうかもしれま

せん。でも、私たちは、何事にも

一生懸命取り組みます。これから

もよろしくお願いします。 

これから中学生としての自覚を

もち、佐々木中学校の伝統や文化

を引継ぎながら、新しい伝統を築

いていきたいです。 

 

 

 


